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74) 木村正彦: ミトコンドリア脂肪酸代謝異常症. 島根小児科医会会報 16:17-20, 
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2004 
75) 木村正彦: 科学研究費補助金、基盤研究（Ｃ）「血液ろ紙と線維芽細胞を用いた

GC/MSによる脂肪酸β酸化異常スクリーニング法」報告書  
 
学会発表 
1) 山口清次: 日常診療の中で見つかる代謝異常症. 第 44 回広島県小児科医会 招
待講演, 広島, 2003年 1月 

2) 遠藤 充, 金井理恵, 堀江昭好, 渡辺 浩, 山口清次: 乳児期に発症した TTP の
一例. 島根血液・凝固・免疫症例検討会. 出雲, 2003年 1月  

3) 木村正彦: 子どもの発達をみる. 出雲市立塩冶小学校保健委員会 講演. 出雲, 
2003年 1月 

4) 木村正彦: 発達障害児の理解. 簸川郡幼稚園教育研究会 講演. 大社町, 2003年
1月 

5) 羽根田紀幸, 安田謙二, 内山 温, 林 丈二, 楫野恭久, 岸田憲二, 上田秀明: コ
イルによる心室中隔欠損 (VSD) 経カテーテル閉鎖術 -6 年間のまとめ-. 第 14
回日本 Pediatric Interventional Cardiology 研究会. 吹田, 2003年 1月 

6) 岸田憲二, 羽根田紀幸: コイル塞栓術を施行した巨大左冠動脈左室瘻の 1 例. 
第 14回日本 Pediatric Interventional Cardiology 研究会. 吹田, 2003年 1月 

7) 羽根田紀幸, 黒江兼司, 上田秀明, 野木俊二, 檜垣高史, 古井 潤, 富田 英, 岸
田憲二: 小児心疾患カテーテル治療のためのモンゴル渡航 -3 回のまとめ-. 第
14回日本 Pediatric Interventional Cardiology 研究会. 吹田, 2003年 1月 

8) 羽根田紀幸: モンゴル渡航小児循環器診療のまとめ. モンゴル渡航小児循環器
診療帰朝報告会 講演. 出雲, 2003年 1月 

9) 清水弘治, 山岡啓信, 山下輝夫, 佐々木哲也, 樋上哲哉, 安田謙二, 羽根田紀幸: 
小児左室心外膜下脂肪腫の 1切除例. 第 41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 
出雲, 2003年 1月 

10) 真鍋 敦, 秦 幸吉, 角田育子, 入駒慎吾, 宮崎康二, 安田謙二, 渡辺 浩, 内山 
温, 山口清次, 山下輝夫, 樋上哲哉, 増山 寿, 工藤尚文: 最近経験した先天性
心奇形の出生前診断. 第41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 出雲, 2003年1
月 

11) 入駒慎吾, 真鍋 敦, 角田育子, 秦 幸吉, 宮崎康二, 内山 温, 渡辺 浩, 山口清
次, 久守孝司, 中谷俊彦, 太田淳一, 斉藤洋司: 胎児麻酔を施行した先天性横隔
膜ヘルニアの1症例. 第41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 出雲, 2003年1月 

12) 清水弘治, 山岡啓信, 山下輝夫, 佐々木哲也, 樋上哲哉, 安田謙二, 羽根田紀幸: 
小児左室心外膜下脂肪腫の一切除例. 第41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 
出雲, 2003年1月 

13) 堀江昭好, 内山 温, 渡辺 浩, 山口清次, 久守孝司, 入駒慎吾: Neoblastic 
nephroma の新生児例. 第41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 出雲, 2003年1
月 
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14) 久守孝司, 河野仁志, 永末直文, 入駒慎吾, 宮崎康二, 内山 温, 後藤 篤, 高橋
あんず: 最近経験した腹壁破裂の1例. 第41回山陰小児外科内科・周産期研究会. 
出雲,  2003年1月 

15) 山口清次: 神経筋症状を主徴とする代謝異常: 脳性有機酸血症. 第 24回山口県
小児神経研究会特別講演. 小郡, 2003年 2月 

16) 木村正彦, 長谷川有紀, 山口清次: GC/MS によるβ酸化異常症スクリーニング
法の検討. 平成 14年度厚生労働科学研究 (子ども家庭総合事業) 「マススクリ
ーニングの効率的実施及び開発に関する研究」班会議. 東京, 2003年 2月  

17) 山口清次, 木村正彦, 長谷川有紀, 堀 大介: 急性脳症・脳炎患者の有機酸所見. 
厚生労働科学研究「インフルエンザ脳炎・脳症の発症機序の解析と治療法の開

発」平成 14年度班会議. 徳島, 2002年 2月 
18) 山口貴美子, 瀬島 斉, 内田由里, 渡辺 浩, 木村正彦, 高橋幸利, 山口清次: γ

-globulin 大量療法により痙攣および神経症状の改善が得られた Rasmussen 症
候群の幼児例. 第6回中国地区小児免疫薬物療法研究会. 広島, 2003年2月 

19) 高橋あんず, 木村正彦, 渡辺 浩, 瀬島 斉, 山口清次, 泉 信夫: 意識消失、無呼
吸、部分発作を伴って発症したテオフィリン関連脳症の幼児例. 第 33回中国・
四国点頭てんかん研究会. 岡山, 2003年 3月 

20) 山口貴美子, 竹谷 健, 瀬島 斉, 渡辺 浩, 山口清次: インフルエンザ入院症
例の臨床的検討 -予後良好な経過をとったインフルエンザ脳症の幼児例: 2003
年冬にインフルエンザで入院した症例の臨床的検討-. 第 71回山陰小児科学会. 
松江, 2003年 4月 

21) 南 憲明, 山田健治, 安田謙二, 内山 温, 渡辺 浩, 山口清次: γ-グロブリ
ンに不応だった重症川崎病の 2例. 第 71回山陰小児科学会. 松江, 2003年 4月 

22) 山口清次: 新生児マススクリーニングの最近の動向. 第 106 回日本小児科学会 
(教育講演), 福岡, 2003年 4月 

23) 深尾敏幸, 佐倉伸夫, 山口清次, 河野芳功, 重松陽介, 近藤直実: β-ケトチオ
ラーゼ (T2) 欠損症の軽症遺伝子型の臨床的特徴. 第 106 回日本小児科学会 
(ワークショップ). 福岡, 2003年 4月 

24) 竹谷 健, 滝 智彦, 石井榮一, 花田良二, 杉田完爾, 山口清次, 林 泰秀: 乳児白
血病における FLT3 遺伝子変異の検討. 第 106 回日本小児科学会. 福岡, 2003
年 4月 

25) 金井理恵, 鳥海善貴, 堀江昭好, 遠藤 充, 木村正彦, 渡辺 浩, 山口清次: 血液
腫瘍疾患に合併した RPLS の 2症例. 第 106回日本小児科学会. 福岡, 2003年
4月 

26) 瀬島 斉, 山口貴美子, 内田由里, 田草雄一, 遠藤 充, 渡辺 浩, 木村正彦, 高橋
幸利, 山口清次: 抗グルタミン酸受容体抗体陽性を示した難治性てんかん/てん
かん性脳症の 2例. 第 106回日本小児科学会. 福岡, 2003年 4月 

27) 長谷川有紀, 伊賀三佐子, 木村正彦, 重松陽介, 山口清次: 羊水分析による有機
酸血症の出生前診断. 第 106回日本小児科学会. 福岡, 2003年 4月 
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28) 清水亜妃, 根岸正穂, 坪井弥生, 新田晃久, 鈴村 宏, 有坂 治, 廣瀬伸一, 山口
修一, 長谷川有紀, 山口清次: 新生児型グルタル尿症 2型の 1例. 第 106回日本
小児科学会. 福岡, 2003年 4月 

29) 安田謙二, 羽根田紀幸, 南 憲明, 渡辺 浩, 山口清次: 学校心臓検査を契機に発
見された心尖部肥大型心筋症の 1例. 第 106回日本小児科学会. 福岡, 2003年 4
月 

30) 渡辺 浩, 遠藤 充, 堀江昭好, 金井理恵, 山口清次, 堀 大介, 泉 信夫: 血栓性
血小板減少性紫斑病を合併したネフローゼ（膜性腎症）の 1幼児例. 第 106回
日本小児科学会. 福岡, 2003年 4月 

31) 南 憲明, 瀬島 斉, 木村正彦, 渡辺 浩, 斉藤恭子, 山口清次: インフルエンザ
流行期に発症したヘルペス脳炎の1幼児例. 第二回島根ヘルペス研究会. 出雲, 
2003年4月 

32) 南 憲明, 渡辺 浩, 山口清次, 羽根田紀幸: 気管支炎の疑いから気管支異物の
診断に至った1幼児例. 出雲小児科懇話会. 出雲, 2003年5月 

33) 南 憲明, 瀬島 斉, 木村正彦, 山口清次: チックと誤認されていた発作性運動
誘発性舞踏アテトーゼの1例. 第17回島根てんかん研究会. 出雲, 2003年5月 

34) 山口貴美子, 瀬島 斉, 渡辺 浩, 木村正彦, 山口清次, 高橋幸利: γ-グロブリ
ン大量療法が有効だった小児の慢性進行性持続性部分てんかんの1例. 第17回
島根てんかん研究会. 出雲, 2003年5月 

35) 木村正彦: (教育講演) 脂肪酸β酸化異常症について. 平成15年度第1回島根県
小児科医会. 松江, 2003年5月 

36) 大橋裕子, 長谷川有紀, 山口清次, 深尾敏幸, 埜中征哉, 西野一三: 日本人極長
鎖アシルCoA脱水素酵素 (VLCAD) 欠損症患者の遺伝子変異. 第45回日本小児
神経学会総会. 福岡, 2003年5月 

37) 瀬島 斉: こどもの発育と発達. 斐川町教育委員会育児ボランテイア支援事業 
講演. 斐川町, 2003年 5月 

38) 遠藤 充 , 小林弘典 , 渡辺 浩 , 山口清次 , 大家隆晴 : 頭蓋咽頭腫術後に
masked DI の病態を呈し副腎不全を発症した 1男児例. 第 79回小児科学会島根
地方会. 出雲, 2003年 6月 

39) 堀 大介, 泉 信夫, 吉岡久美子, 瀬島 斉, 木村正彦: 著明な頭頂孔開大の 1
例. 第 79回小児科学会島根地方会. 出雲, 2003年 6月 

40) 山口貴美子, 渡邊 浩, 山口清次, 久守孝司: 尿路感染症を契機に見つかった
水腎水尿管症の 1乳児例. 第 79回小児科学会島根地方会. 出雲, 2003年 6月 

41) 金井理恵: 顆粒球輸血の併用で移植を行い得た IPA 合併最重症型再生不良性
貧血の1例. 第10回小児再生不良性貧血治療研究会. 名古屋, 2003年6月 

42) 赤木竜也, 森田栄伸, 出来尾 哲, 金井理恵, 梶 彰吾: 顔面苺状血管腫 
(Sturge-Weber 症候群？）. 第2回島根皮膚疾患懇話会. 出雲, 2003年6月 

43) 山口貴美子: 高度肥満を契機に発見された小児虐待児症候群の幼児例. 第12回
中国四国小児保健学会. 岡山, 2003年6月 
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44) 木村正彦, 竹谷 健, 瀬島 斉, 山口清次: グリシンレセプターα1サブユニッ 
(GLRAl) 遺伝子異常が同定された hyperekplexia の1例. 第14回日本小児神経
学会中国・四国地方会. 岡山, 2003年7月 

45) 竹谷 健, 滝 智彦, 石井榮一, 花田良二, 土田昌宏, 杉田完爾, 杉田憲一, 林 泰
秀: 乳児および小児リンパ性白血病における FLT3 遺伝子変異. 第 65回日本
血液学会. 第 45回日本臨床血液学会同時開催. 大阪, 2003年 8月 

46) 竹谷 健, 滝 智彦, 迫 正廣, 石井武文, 林 泰秀: add (7) (q36) , del (12) (p13) を
有する小児急性骨髄性白血病から同定された HLXB9-ETV6 融合遺伝子. 第
65回日本血液学会. 第 45回日本臨床血液学会同時開催. 大阪, 2003年 8月 

47) Hasegawa Y, Iga M, Kimura M, Shigematsu Y, Yamaguchi S: Prenatal diagnosis of 
organic acidemias by combination of GC/MS and tandem MS. IXth International 
Congress on Inborn Errors of Metabolism. Brisbane, September 2003 

48) Hasegawa Y, Kimura M, Ohashi Y, Nishino I, Shigematsu Y, Fukao T, Kondo N, 
Yamaguchi S: Clinical and molecular findings in Japanese patients with very-long 
chain acyl-CoA dehydrogenase deficiency. IXth International Congress on Inborn 
Errors of Metabolism. Brisbane, September 2003 

49) Kimura M, Hasegawa Y, Yamaguchi S: Simple analytical methods for fatty acid beta 
oxidation disorders by GC/MS. IXth International Congress on Inborn Errors of 
Metabolism. Brisbane, September 2003 

50) Tasaka M, Fujiwaki T, Sukegawa K, Taketomi T, Yamaguchi S: Semiquantification of 
sphingomyelin and glucosylceramide in liver and spleen from patients with 
Niemann-Pick type A, type C and Gaucher disease using MALDI-TOFMS. IXth 
International Congress on Inborn Errors of Metabolism. Brisbane, September 2003 

51) Kuroda Y, Shigematsu Y, Yamaguchi S, Yoshida I, Naito E, Mori K, Matsuda J, Yokota 
I, Chen Y, Kido H: Carnitine deficiency may be a critical factor for 
influenza-associated encephalopathy in Japan. IXth International Congress on Inborn 
Errors of Metabolism. Brisbane, September 2003 

52) 但馬 剛, 佐倉伸夫, 重松陽介, 木村正彦, 山口清次: タンデム型質量分析計に
よる新生児マススクリーンングにより発見され, 高速液体クロマトグラフィー
を用いた酵素活性測定法により確定診断された, 中鎖アシル-CoA 脱水素酵素
欠損症の一例. 第 28回日本医用マススペクトル学会. 浜松, 2003年 9月 

53) 藤脇建久, 山口清次, 田坂 勝, 高柳正樹, 武富 保: DE MALDI-TOF/MS による
Gaucher病患者硝子体中のスフィンゴ脂質分析. 第 28回日本医用マススペクト
ル学会. 浜松, 2003年 9月 

54) 田坂 勝, 藤脇建久, 高橋伸幸, 村上 陽, 島田俊夫, 山口清次: MALDI-TOFMS
を用いた Fabry 病患者心臓弁中のセラミドトリヘキソシドの半定量分析. 第
28回日本医用マススペクトル学会. 浜松, 2003年 9月  

55) 曳野圭子, 瀬島 斉, 永江由郁, 金井理恵, 渡辺 浩, 山口清次, 稲垣卓司: 神経
性食思不振症の4例 -行動療法の検討-. 第72回山陰小児科学会. 米子, 2003年9
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月 
56) 田坂 勝, 安田謙二, 林 丈二, 渡辺 浩, 山口清次: 先天性喘鳴として観察され
ていた重複大動脈の乳児例. 第72回山陰小児科学会. 米子, 2003年9月 

57) 山口清次: タンデム質量分析計を用いた新生児マススクリーニングの体制作り. 
第 31回日本マススクリーニング学会 (シンポジウム). 熊本, 2003年 10月  

58) 長谷川有紀, 堀 大介, 木村正彦, 安達昌功, 立花克彦, 山口清次: インフルエ
ンザ脳症の代謝スクリーニングによってメチルマロン酸血症が発見された幼

児例. 第 31回日本マススクリーニング学会. 熊本, 2003年 10月  
59) 黒田泰弘, 山口清次, 重松陽介, 吉田一郎, 内藤悦雄, 森 一博, 松田純子, 横田
一郎, Chen Ye, 木戸 博: 代謝スクリーニングによるインフルエンザ脳症の予
防. 第 31回日本マススクリーニング学会. 熊本, 2003年 10月  

60) 竹谷 健, 滝 智彦, 石井榮一, 花田良二, 土田昌宏, 杉田完爾, 杉田憲一, 林 泰
秀: 高 2倍体およびMLL陽性急性リンパ性白血病に高頻度にみられた FLT3 
遺伝子変異. 第 45回日本小児血液学会. 金沢, 2003年 10月 

61) 山口貴美子, 竹谷 健, 内山 温, 渡辺 浩, 山口清次, 三島清司: 新規 CD36 遺
伝子変異を同定した NAKa 抗体による新生児同種免疫性血小板減少症の 1例. 
第 45回日本小児血液学会. 金沢, 2003年 10月 

62) 瀬島 斉: 小児のけいれん性疾患 -最近の話題-. 第 140回石見小児科医会例会. 
浜田, 2003年 10月 

63) 竹谷 健: 座談会「今後の気管支喘息治療の展望」コメンテーター. 出雲医師会
学術講演会. 出雲, 2003年10月 

64) 藤脇建久, 山口清次, 田坂 勝, 高柳正樹, 武富 保: DE MALDI-TOF/MS を用い
た Gaucher 病患者硝子体中のスフィンゴ脂質分析・評価. 第 46 回日本先天代
謝異常学会. 松江, 2003年 11月 

65) 田坂 勝, 藤脇建久, 高橋伸幸, 村上 陽, 島田俊夫, 山口清次: MALDI-TOFMS 
による Fabry 病患者心臓弁中のセラミドトリヘキソシドを評価する試み. 第
46回日本先天代謝異常学会. 松江, 2003年 11月 
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小児科学会島根地方会. 出雲, 2004年 6月 

107) 堀 大介, 南 憲明, 加藤 環, 楫野恭久, 瀬島 斉: 肺出血を伴った熱性けい
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回日本医用マススペクトル学会年会. 出雲, 2004年 9月 

116) 藤脇建久: DE MALDI TOF/MSを応用したスフィンゴリピドーシス患者の脂質
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